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第42回（2005年度）エルウィン・フォン・ベルツ賞１等賞受賞論文

（受賞日：2005年11月16日、賞金：600万円）「日本医師会雑誌」、「最新医学」誌掲載予定

COPDの病態解析と治療法開発・治療評価への挑戦 ― ＣＴ画像解析・チオレドキシン創薬・アウトカ

ムスタディを通して ―

【要旨】

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）は、日本および世界で大きな問題となっている疾患である。この疾患に対して、筆者らは３つの観点から研究を

行ってきた。すなわち、（１）胸部ＣＴを用いて気腫性病変と気道病変を弁別するフェノタイピング解析、フラクタル解析を用いたＣＯＰＤの早期

病変の評価など、ＣＯＰＤの新しい病態解析方法の開発とその評価、（２）抗酸化作用を示す生体防御蛋白、チオレドキシンを用いたＣＯＰＤ

の新しい治療法の開発とその評価、（３）ＣＯＰＤに対してさまざまな医療介入を行った際に、その効果の群間での相違を検証するための評価

指標の開発とその評価（アウトカムリサーチ）である。これらの研究成果は、ＣＯＰＤ研究に新しい時代を築くものであると同時に、ＣＯＰＤで苦

しむ方々に貢献するものであると信じている。
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